
目指す生徒像目指す生徒像目指す生徒像目指す生徒像

中中中中１英語において、小学校で親しん１英語において、小学校で親しん１英語において、小学校で親しん１英語において、小学校で親しん

だ英語を生かし、コミュニケーションだ英語を生かし、コミュニケーションだ英語を生かし、コミュニケーションだ英語を生かし、コミュニケーション

能力の基礎を身に付けた生徒能力の基礎を身に付けた生徒能力の基礎を身に付けた生徒能力の基礎を身に付けた生徒

○小・中の連携が図れていない。

○英語を正しく書けない、読めない

話せない生徒が多い。

○中学校の英語学習で、つまずき

を感じたり、苦手意識をもって

しまう生徒がいる。

○時数増に合わせた言語活動の充実と

活用力の向上を図る。

○小学校外国語活動実施を踏まえ、小・中の

連携を図る。

（中学校学習指導要領解説 外国語編より）

＜小学校外国語活動と中学校英語学習の体系化＞＜小学校外国語活動と中学校英語学習の体系化＞＜小学校外国語活動と中学校英語学習の体系化＞＜小学校外国語活動と中学校英語学習の体系化＞

１ 小学校外国語活動の言語材料の洗い出し

２ 小学校外国語活動と中学校英語科授業との関連付け

３ 小学校外国語活動から発展させた英語活動の提案

＜＜＜＜小・中を円滑に接続するための指導のポイント＞小・中を円滑に接続するための指導のポイント＞小・中を円滑に接続するための指導のポイント＞小・中を円滑に接続するための指導のポイント＞

「Jump Up Card」を通して、小・中の円滑な接続ができるよう

に小学校で親しんだ英語を生かし、発展させながら中学校１

年における英語指導を行う。

１． 言葉のやりとりを基にした文構造の導入と語順を意識

した指導

２． 文字と発音の学習にフォニックスを取り入れた指導

３． 小学校から中学校へ発展させた英語活動と意欲的に取

り組めるコミュニケーション場面の設定

（概要版）

中１英語においてコミュニケーション能力

の基礎を育成する指導の工夫

—小学校外国語活動を生かした「Jump Up Card」の活用を通して—

本研究は、中学校１年の英語学習において、小・中の円滑な接続を図りコミュニケーション能力

の基礎を育成することを目指すものである。具体的にはまず小学校外国語活動と中学校で学習

する言語材料を体系化した。次に中学校１年に視点を当て、「Jump Up Card」を通し、小学校外国

語活動で親しんだ表現を生かし、フォニックスを取り入れた文字と発音の指導、コミュニケーション

を意識した文構造の指導と活動場面設定の工夫を行った。
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＜＜＜＜ 研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要＞＞＞＞

＜＜＜＜ 研究構想図研究構想図研究構想図研究構想図＞＞＞＞

小学校外国

語活動って何

をやっている

のかな？

中中中中１１１１のコミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーション能力能力能力能力のののの基礎基礎基礎基礎とは？

自分の気持ちや身の回りの出来

事について伝え合うことができる



の活用

による指導のポイント

Jump Up CardJump Up CardJump Up CardJump Up Cardをををを通通通通
してしてしてして、、、、小学校小学校小学校小学校でででで親親親親
しんだしんだしんだしんだ表現表現表現表現をををを用用用用
いいいい、、、、文字文字文字文字とととと発音発音発音発音のののの
学習学習学習学習、、、、文構造文構造文構造文構造のののの定定定定
着着着着、、、、発展的発展的発展的発展的なコなコなコなコ
ミュニケーションミュニケーションミュニケーションミュニケーション
活動活動活動活動をををを盛盛盛盛りりりり込込込込みみみみ、、、、
円滑円滑円滑円滑なななな接続接続接続接続をををを図図図図りりりり
ながらながらながらながら、、、、コミュニコミュニコミュニコミュニ
ケーションケーションケーションケーション能力能力能力能力のののの
基礎基礎基礎基礎をををを育成育成育成育成していしていしていしてい
きますきますきますきます。。。。

Jump Up CardJump Up CardJump Up CardJump Up Cardをををを通通通通
してしてしてして、、、、小学校小学校小学校小学校でででで親親親親
しんだしんだしんだしんだ表現表現表現表現をををを用用用用
いいいい、、、、文字文字文字文字とととと発音発音発音発音のののの
学習学習学習学習、、、、文構造文構造文構造文構造のののの定定定定
着着着着、、、、発展的発展的発展的発展的なコなコなコなコ
ミュニケーションミュニケーションミュニケーションミュニケーション
活動活動活動活動をををを盛盛盛盛りりりり込込込込みみみみ、、、、
円滑円滑円滑円滑なななな接続接続接続接続をををを図図図図りりりり
ながらながらながらながら、、、、コミュニコミュニコミュニコミュニ
ケーションケーションケーションケーション能力能力能力能力のののの
基礎基礎基礎基礎をををを育成育成育成育成していしていしていしてい
きますきますきますきます。。。。

２．２．２．２．文字と発音の学習文字と発音の学習文字と発音の学習文字と発音の学習ににににフォニックフォニックフォニックフォニック

ススススをををを取り入れた取り入れた取り入れた取り入れた指導指導指導指導

１．言葉のやりとりを基にした１．言葉のやりとりを基にした１．言葉のやりとりを基にした１．言葉のやりとりを基にした

文構造の導入と文構造の導入と文構造の導入と文構造の導入と

語順を意識語順を意識語順を意識語順を意識した指導した指導した指導した指導

３．３．３．３．小学校から中学校へ発展小学校から中学校へ発展小学校から中学校へ発展小学校から中学校へ発展させさせさせさせたたたた

英語活動と英語活動と英語活動と英語活動と意欲的に意欲的に意欲的に意欲的に取り組める取り組める取り組める取り組める

コミュニケーション場面コミュニケーション場面コミュニケーション場面コミュニケーション場面のののの設定設定設定設定

＜授業実践（中学校１年生）では＜授業実践（中学校１年生）では＜授業実践（中学校１年生）では＜授業実践（中学校１年生）では…＞＞＞＞

表紙



＜＜＜＜ 研究の結果と考察研究の結果と考察研究の結果と考察研究の結果と考察 ＞＞＞＞

イイイイ. . . . 「「「「役役役役にににに立立立立っている･っている･っている･っている･少少少少しししし役役役役にににに立立立立っているっているっているっている」」」」とととと感感感感じているじているじているじている
生徒生徒生徒生徒のののの割合割合割合割合

読読読読むことむことむことむこと 99% 99% 99% 99% 書書書書くことくことくことくこと 90%90%90%90%

アアアア. . . . 指導前後指導前後指導前後指導前後のののの語順整序語順整序語順整序語順整序テストのテストのテストのテストの結果結果結果結果でででで比較比較比較比較するとするとするとすると…………

指導前 全体 81.7% B群 61.1% C群 10.0%

指導後指導後指導後指導後 全体全体全体全体 87.9%87.9%87.9%87.9% BBBB群群群群 84.4%84.4%84.4%84.4% CCCC群群群群 32.5%32.5%32.5%32.5%95.2 
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本実践では、スキット作りと発表をペア活動で行っ
た。小学校外国語活動で親しんだ表現の絵カードを
掲示し、スキットに取り組ませた。全員の生徒が５
文以上のスキットを作成し発表することができた。
スキットは、ＡＬＴへの質問を含んだものであった
ので、発表ではＡＬＴにも参加してもらい、ＡＬＴ
からの質問にも全員が答えられた。発表や作成を通
して、コミュニケーションの楽しさを味わい、コ
ミュニケーションへの意欲が高まった。

ウウウウ. . . . 各単語各単語各単語各単語テストのテストのテストのテストの正解率正解率正解率正解率のののの差差差差

フォニックステストフォニックステストフォニックステストフォニックステスト ６６６６7.7%7.7%7.7%7.7% 単語単語単語単語テストテストテストテスト 47.4%47.4%47.4%47.4%

成果成果成果成果

○フォニックスの指導により、生徒は文字と発音の関係を理解し、

それにより単語を書く力や読む力を高めることができた。

○語順を意識した指導により、構文理解が深まり、スキット作成に

おいても正しい英文を用いることができるようになった。

○小学校外国語活動を発展させたコミュニケーション活動により、

生徒の学習負担が軽減し、スキットの作成と発表により

コミュニケーションの楽しさを味わい、意欲を高めることができた。

フォニックスの指導を、新出単語についてはフォ
ニックスを意識した導入、また単元の中で学習する
th/chの発音については「Jump Up Card(5)フォニッ
クスで発音しちゃおう」を用いて重点的に行った。
フォニックスの学習を通し、ほとんどの生徒は「読
むこと」「書くこと」における有効性を感じ、単語
テストでは日本語から英語を書くテストに比べ、発
音を聞いて書くフォニックステストにおいて、正解

率が上がった。

一般動詞の語順指導については「Jump Up Card（1）
わかるかな確認編（2)言えるかな挑戦編」を活用
し、主語と動詞、疑問文や否定文の構造を視覚的に
とらえやすいものにし、毎時間繰り返し発音させる
ことにより語順の定着を図った。指導後の語順整序
テストでは事前に行ったテストに対し、B群、C群に
ついて大幅な増加が見られた。

○フォニックスの計画的な指導や指

導内容の精選をする必要がある。

○発達段階に応じたJump Up Cardの

内容にしていくことが大切である.

○小学校間連携、小・中連携の工夫

をしていくことが必要である。

課題課題課題課題

生徒のスキット作品

抽出生徒群

（抽出生徒a)

生徒A：Hello, Mikure.
Hayato likes math.

生徒B：Pardon ?
生徒A：Hayato likes math.
生徒B：Oh, I see. Does 

he like Japanese ?
生徒A：No, he doesn't.
生徒B：Hi, Chris.  What 

subject do you like ?

(抽出生徒ｂ)

生徒A：Hello, Maehara.
Mr. Mito has a pet.

生徒B：Really? I don‘t 
know. Does he
have a dog or a
cat?

生徒A：He has a dog.
生徒B：Hi, Chris.

Do you have a pet ?

(（抽出生徒ｃ）

生徒A：Hello, Aki.
Ms. Kobayashi likes                 
ARASHI very much.

生徒B：Really ?   I don‘t 
know. Does she like 
Ono or Sakurai ?

生徒A：She likes Ono.
生徒B：Hi, Chris. Do

you like Arashi ?
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小学校外国語活動で使用している『英語ノート』

の言語材料と中学校英語科各教科書の言語材料を結

び付け、体系化する。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：高校教育研究係 ０２７０－２６－９２１４（直通）

小学校小学校小学校小学校

『『『『英語ノート英語ノート英語ノート英語ノート』』』』

からからからから

中学校英語科中学校英語科中学校英語科中学校英語科

各教科書の各教科書の各教科書の各教科書の

言語材料言語材料言語材料言語材料


